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2010 年 7 月 31 日東京版朝刊，p. 38）。これを受けて，直後の読者投稿欄には「現在，働きなが
ら保育所に子供を預けている親の不安をまねきかねない（朝日新聞，2010 年 8 月 10 日西部朝
刊，p. 10）」「怒りを感じる一方，正直，不安でもある。幼稚園へ通っている子どもたちはしば
しば，幼児用教材を与えられるようだ。保育所ではあまり見られない光景である。その程度の
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1990）では，東京都および近県の幼稚園・保育所計 21 園の 5歳児クラスの父母を対象とした
1987 年の調査データを用いて，幼稚園の父母が 3歳以前の早期保育に否定的な教育観をもつ一
方，保育所の父母は共働き等の事情による便宜的な入園動機をもつことが明らかにされている。
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本稿で使用するのは，ベネッセ教育総合研究所が 2013 年 3 月下旬に実施した「第 2回学校外
教育に関する調査」の個票データ（3）である。本調査は全国約 113 万人のモニター母集団のうち
子を持つ既婚者（20 歳～ 59 歳）28 万人に対して予備調査を実施し，このうち 3歳から 18 歳ま
での第一子を持つ各学年 1,030 名（男子・女子各 515 名）の母親を対象にインターネット調査に






析を行った。表 2に示したように 12 項目が尋ねられており，4件法での回答が得られている。
これらの回答状況における親の教育観の構造を確認するために，プロマックス回転による因子
分析（最尤法）を行なった。結果は表 3のとおりである。





661 242 903 641 249 890
656 214 870 676 207 883
1,317 456 1,773 1,317 456 1,773
81 78 461 205 242 83 33 134 1,317
24 37 105 125 70 35 8 52 456
105 115 566 330 312 118 41 186 1,773
表 1　分析対象者の属性
ペアレントクラシー時代における親の幼稚園選択の形成要因（小林元気）















R -.204 .681 -.026
.052 .533 .088









11.3 43.0 39.9 5.9
9.0 45.4 40.3 5.3
9.9 58.3 30.2 1.6
37.1 55.8 6.6 0.5
14.2 43.4 38.0 4.4
15.1 35.6 43.0 6.3
10.5 44.4 41.1 3.9
24.9 54.5 19.7 0.9
12.4 48.1 34.8 4.8
10.5 43.7 39.7 6.1
9.4 29.4 54.5 6.7
12.8 56.1 27.6 3.5
表 2　子の教育についての考え（単純集計表）
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100 200 1 200 300 2.5 300 400 3.5 400 500 4.5
500 600 5.5 600 800 7 800 1000 9 1000 1500 12.5
1500 15
9 12 14 16
18
表 4　使用変数のコーディング
1,773 0 1 0.743 0.437
1,773 0 1 0.509 0.500
6 1,773 0 1 0.498 0.500
1,773 0.200 1.369 0.838 0.317
1,773 0 1 0.153 0.360
1,773 0 1 0.720 0.449
100 1,773 1 15 5.495 2.362
1,773 9 18 14.287 1.633
1,773 -3.534 2.700 0.000 1.000
1,773 -3.302 2.864 0.000 1.000
1,773 -2.271 2.446 0.000 1.000
表 5　記述統計量
ペアレントクラシー時代における親の幼稚園選択の形成要因（小林元気）

















B Exp (B) B Exp (B) B Exp (B) B Exp (B)
-0.136 0.873 -0.032 0.968 -0.051 0.950 -0.055 0.946
6 0.253 1.288 * 0.279 1.322 * 0.275 1.317 * 0.286 1.331 *
1.633 5.121 *** 1.560 4.758 *** 1.532 4.629 *** 1.461 4.310 ***
0.989 2.687 *** 1.039 2.825 *** 1.206 3.339 ***
3.288 26.798 *** 3.345 28.368 *** 3.473 32.234 ***
0.041 1.042
0.115 1.122 *
0.035 1.036 0.012 1.012
0.203 1.225 * 0.140 1.150 †
-0.095 0.910 -0.073 0.930




***p<.001, **p<.01, *p<.05, †p<.1
01853
0.073 0.418 0.423 0.430
1,930.907 1,428.797 1,419.976 1,408.871
*** *** *** ***
1,773 1,773 1,773 1,773
表 6　全都道府県における幼稚園選択の規定要因（二項ロジスティック回帰分析）
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2 = 24.564  p = 0.000  V =0.118
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B Exp (B) B Exp (B)
-0.414 0.661 -0.512 0.600
6 0.713 2.041 † 0.353 1.423
-3.373 0.034 5.059 157.359 ***
1.222 3.394 * 0.181 1.199
4.770 117.920 *** 2.922 18.582 ***
-0.049 0.952 0.047 1.048
0.245 1.278 † 0.173 1.189 †
-0.157 0.855 0.139 1.149
0.434 1.543 † 0.013 1.014
-0.436 0.647 * -0.208 0.812
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（２） 幼稚園の在園者については「学校教育基本調査」の 2013 年 5 月 1 日時点，保育所は「社会福祉施設
ペアレントクラシー時代における親の幼稚園選択の形成要因（小林元気）
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